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現状 課題 基本施策 施策内容
○世界的な情勢や技術の進歩、生活様式の変化

などから環境への意識が高まっています。
□ごみ分別は、近隣市町村によって違いがある

ため、分かりにくいことがあります。
□ごみ資源化の技術的な進展や新ごみ中間処理

施設の稼働等による分別方法の改正を見据え
た情報伝達が必要です。

4-1

環境の広報・啓

発活動の推進

4-1- ①　環境に関する広報の充実

◇環境情報をわかりやすく、正確に広報誌、地元新聞、ケーブルテレビ、み
のわメイトなどにより全町民に伝えます。

◇ごみ・資源物の手引きの内容充実を図ります。
◇ごみ等分別収集日程表をはじめ、分別の仕方等について外国語版印刷物を

作成し、外国人居住者にもごみに関する諸ルールを徹底します。
□環境を守るためには、町民全員の意識向上が

必要です。
4-1- ②　環境への積極的な啓発活動

◇環境問題に対する町民への積極的な啓発活動を行います。
・ごみの分別徹底
・廃棄物のリサイクルや再資源化、減量化の取組み
・使用済み商品が廃棄物とならないための製品開発の推進
・地球温暖化防止のための省エネルギーへの取組みと自然エネルギーの導入促

進
・環境美化運動や河川一斉清掃への積極的参加
・不法投棄をしない、させない地域づくり
・河川や水路への未処理排水の抑制
・緑豊かなまちづくりを推進するための花木の植栽
・全町一斉の一日清掃日の取組み　など

指標名 数値目標 備考単位 2020 実績値 2026 目標値
ごみ処理施設年間見学者数

( 衛生部年間視察者数 )
人 － 55

2020 コロナ禍のため施
設見学不可

○教育委員会職員、学校職員及び小中学校児童
生徒に対しての継続的な環境教育を実施して
おり、環境方針に基づいて毎年環境目標を設
定し、取組みの結果を確認・評価して改善に
つなげています。

〇各小中学校での取組みとして、総合的な学習
の時間や児童会活動や生徒会活動において、
地球環境問題や地域の環境問題を学び、自分
たちができることに取り組むことを積み重ね
ています。

□環境保全に主体的に取り組むためには、環境
に関する理解が不可欠です。

□環境に関する情報は、研究の進展や世界情勢
の影響により日々変化することがありますの
で、継続的で効果的な学習が必要です。

4-2

環境保全のため

の教育、学習の

推進

4-2- ①　小学校における環境教育の推進

◇ＳＤＧｓを意識した環境教育の取組みを支援します。
◇省エネ活動などの環境関係活動を通じて環境問題を考える教育を進めます。
◇「NAGANO SDGs Project」への取組みを検討します。
◇学校単位でのリサイクル、資源物収集を推進します。
◇緑の少年団の活動を推進し、森林育成・植樹等の活動に取組みます。
4-2- ②　中学校における環境教育の推進

◇環境問題に関心が持てるよう、課外活動等に環境問題を取り入れ、地域活
動への積極的な取組みを図ります。

◇生徒会活動で行っている環境活動への支援をＳＤＧｓを意識して進めます。
4-2- ③　町民への環境教育の推進

◇生涯学習事業の一環に環境学習を組み入れ、環境講演会等を定期的に開催
します。

◇環境保護に取組む各種団体の学習活動を支援します。
◇環境学習に活用できる図書、映像資料等のライブラリー化を行います。
◇ごみ問題に理解を深めるため、上伊那クリーンセンター、クリーンセンター

八乙女などの施設の見学を推進します。
◇環境月間などの機会を活用し、リサイクル展や環境保護展などを開催します。
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